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50ｍプール

徒渉プール

25ｍプール

名 称：恩田運動公園 水泳プール（昭和33年開園）

施 設：50ｍプール：9コース、25ｍプール：5コース、徒渉プール、本館、ポンプ室

利用料：2歳以下：無料 3歳以上～中学生以下：70円 高校生以上：160円

１．「恩田市民プール」の現状
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利用状況

１．「恩田市民プール」の現状 ①利用者数
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水泳教室 保育園等（無料） 有料 小人 有料 大人

23,531人 （ 小人： 81.2％ ）

23,356人 （ 小人： 81.7％ ）

20,123人 （ 小人： 81.9％ ）



１．「恩田市民プール」の現状 ②維持管理費・老朽度

維持管理費 老朽度
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①各所に木の根が排水溝に伸びている

②耐震性能を満たしていない管理棟の
各所で、コンクリートが剥離

③設備の老朽化（ろ過器、配管）



２．「民間プール」の現状
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①山口県きらら博記念公園水泳プール
公認50ｍ：10コース 公認25ｍ：10コース
小学校～中学校 270円（夏季 230円）
高等学校～大学 540円（夏季 480円）
その他の者 820円（夏季 720円）

②ココランド
25ｍ、子どもプール、スライダー
大人（高校生以上）1,000円
中人（中学生）600円 小人（3歳～小学生）500円

⑥山陽小野田市民プール
50ｍプール 25ｍプール 幼児プール
大人 110円小人（中学生～4歳）50円
乳幼児（0歳～3歳） 無料 ③SSS 宇部店⑤はるおかスイミング

③SSS 宇部店

恩田市民プール

⑥山陽小野田市民プール

④防長スイミングスクール

②ココランド

⑤はるおかスイミング

①山口県きらら博記念
公園水泳プール

④防長スイミングスクール



３．恩田運動公園スポーツパーク整備事業①

56年ぶりに東京で開催される2020年東京オリンピック・パラリンピックでは、新たに

若者を惹きつける都市型スポーツが追加されるなど、時の流れとともにスポーツの楽

しみ方が変化している。

また、生涯を通じて心豊かな生活をするために「健康」であることへのニーズが高ま

り、運動・スポーツの目的やジャンルも多様化している。

構想のコンセプトを

として、恩田スポーツパークは新たな魅力とにぎわいを創出します。

「スポーツからストリートカルチャーまで」

1963年の山口国体に併せて開園し55年が経過した恩田スポーツパークでは、単

なる老朽化したスポーツ施設のリニューアルにとどまらず、将来の全市的な恩田ス

ポーツパークの活性化を促すため、「健康」をテーマに既存のストックを活用（老朽化

施設の健全化）するとともに、新たな魅力としてストリートカルチャー（若者文化）を付

加することで、多世代にわたる市民が訪れ、健康な体と心を育て、若者でにぎわう場

を創出を目指して整備する。

山口国体に向けて整備中の恩田運動公園（1962年頃）
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３．恩田運動公園スポーツパーク整備事業②

Ａ.ボールパークゾーン
小学生から高齢者までの各種全国
大会等の開催とともに、大学生や
社会人が合宿等で長期滞在して利
用できる環境として、野球、サッ
カー、ラグビーなど多目的に利用
が可能なグラウンドを整備する。

Ｂ.ランニングゾーン
陸上競技にとどまらず、生活習慣病
の予防にも効果的であり、健康の維
持増進のために推奨されているラン
ニングやウォーキングをいつでも安
全に出来る環境を整備する。
また、400ｍトラックのインフィールド
についても多目的に利用できるよう
に整備する。

Ｃ.アリーナゾーン
天候に左右されないアリーナのロ
ビーや控室を使って、新たなスポ
ーツなどが体験できるように整備
する。

Ｄ.ストリートカルチャーゾーン
老朽化したプールは、民間プール
や市内小中学校の利用等を踏まえ
て一旦廃止し、陸上競技場のメイン
スタンドと併せてスポーツパークの
核として、にぎわいを創出する環境
を整備する。
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４． 「恩田市民プールについて」アンケート結果①

調査方法

調査期間 令和元年7月1日（月）～8月31日（土）
調査方法 ◆①無作為抽出＋②インターネット市民モニター

①校区別、年齢構成別に実施（16歳以上、75歳以下） 約2,000名を対象に郵送
回答者数 644名（回答率約32％）

②メール到達モニター数464名 回答者数 123名（回答率約27％）

① 恩田市民プールを利用していますか

15.9%

83.3%

0.8%

利用している 122人

利用していない 639人

無回答 6人

項 目 比 率

1 遊ばせる年齢の子どもがいないから 48.8％

2 家から遠いから 21.3％

3 施設が古いから 13.3％

4 他に利用しているプールがあるから 5.2％

5 利用料が高いから 0.3％

項 目 比 率

1利用料が安いから 63.9％

2子どもを遊ばせるのにちょうど良い 60.7％

3昔から利用している（愛着がある） 36.1％

4家から近いから 34.4％

5他に利用できるプールがないから 16.4％

6水泳教室に参加するため 10.7％

利用している理由利用していない理由

恩田プールを利用していると回答した方は、全体の15.9％（122/767人）。
他方、利用していないとうい回答は、83.3％（639／767人）を占めている。

プール利用者は、「子育て世代」の利用が多く、 全体の43.8％ （30歳代：20.5％、40歳
代：23.8％）であり、利用の理由は、上位が「利用料が安い（63.9％）」「子どもを遊ばせる
（60.7％） 」であった。

他方、利用しない理由は、「遊ばせる年齢の子どもがいない」が最も多く48.8％を占めた
ことから、利用しない人の年代の上位は、「60歳代：28.6％」「50歳代：20.8％」「40歳代：
17.2％」であった。
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４． 「恩田市民プールについて」アンケート結果②

② 既存の恩田市民プールを解体後、新たなプールが必要だと思いますか

54.2%

18.6%

25.7%

1.4%

近隣のプール利用への
支援があれば必要ない

143人

必要ない
197人

無回答 11人

必要である
416人

1

56

115

75

80

46

28

15

8

28

11

25

21

7

7

1

48

85

63

55

25

21

8

2

1

無回答

70歳…

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

新たなプールが「必要である」と回答した人（年代別）

恩田プールを「利用している人」 107人

恩田プールを「利用していない人」 306人

不明 3人

N : 416人

新たなプールが「必要である」と回答した方は、全体の54.2％（416/767人）を占めている。他方、「近隣のプールへの支
援」や「必要ない」と回答した方は、44.3％（340／767人）であった。

「必要である」と回答した方の内訳として、恩田プールを「利用している人」が25.7％（107/416人）、「利用しない人」が
73.5％（306/416人）であった。また、必要なプール施設は、「屋内25ｍプール」「屋内子どもプール」が上位である。

「必要ない」と回答された方は、近隣のプール利用の支援として、「利用料への支援」68.2％が占め、次に「交通手段の支
援」21.7％であった。
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５． 「恩田市民プール」の方向性

【 (１) と (２) を踏まえた方向性 】
50ｍプール：廃止
25ｍプール：既存プールを代替施設として利用（小中学校プール、民間プール利用支援）
徒渉プール ：臨時の子ども用プールを夏季限定で設置（設置場所は、恩田以外も検討）

開設以来６０年が経過して施設の老朽化が著しく、近い将来使用が困難となることから、「恩田スポーツパーク構想」
においては、「恩田市民プールは、一旦廃止する。」こととした。

◆現行プールの長寿命化改修にも多額の費用がかかる。
◆各小中学校にプールがある。
◆市内には民間プールが４か所ある。
◆隣接する山口市阿知須には県立の施設、山陽小野田市には、市民プールがある。

( 1 ) 恩 田 ス ポ ー ツパー ク 構想

( 2 ) 市 民 の意向 - アンケート結果から-

①プールの利用目的は、レジャーが中心（80％）
②必要なプールは、「25ｍプール」（第１位）、「子供用プール」（第２位）
③利用者の多くは期間中２～３回、子どもを遊ばせにいく（60％）
④児童生徒は、恩田市民プール周辺の利用者が多い
恩田・常盤：75％ 南部：51％ 東部：45％ 西部：27％ 北部：7％
※一般アンケートでは、南部：35％ 恩田・常盤：25％ 東部：21％
利用しなかった理由「行く時間がない」（第１位）、「家から遠い」（第２位）
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６．「学校プール」の現状 設置年
1 東岐波小
2 西岐波小
3 恩田小
4 上宇部小
5 岬小
6 見初小
7 琴芝小
8 神原小
9 新川小
10 鵜の島小
11 藤山小
12 厚南小
13 原小
14 厚東小
15 二俣瀬小
16 小野小
17 常盤小
18 西宇部小
19 小羽山小
20 川上小
21 黒石小
22 吉部小
23 万倉小
24 船木小

楠中

S41年度
S40年度
S44年度
S32年度*
S42年度
S43年度
S44年度
H7年度
S32年度*
S32年度*
S36年度
S39年度
S40年度
S32年度*
S41年度
S42年度
S53年度
S56年度
S56年度
H1年度
H6年度
S50年度
H16年度
S40年度

25東岐波中
26西岐波中
27常盤中
28上宇部中
29神原中
30桃山中
31藤山中
32厚南中
33厚東川中
34川上中
35黒石中

S42年度
S39年度
S27年度*
S41年度
S42年度
S28年度*
S40年度
S43年度
S45年度
H2年度
H3年度

3

2

25

2617

4*

5
6

7

8

9*10*

12

13

14*

33

15

16

18

19
20

21

2223

24

1

11

27*

28

29

30*
31

32

34

35

市内公立小中学校一覧

下線は、設置から50年が経過

＊は、設置から60年が経過

◆50年経過のプールが24校（約69％）である
◆中心部（東は山口宇部道路、西は厚東川、北は小羽山に囲まれた範囲）の15校中、13校が（約87％）が

50年経過のプールである P10



７．「学校プール」の統廃合の可能性（メリット・デメリット）

P11

メリット

・集約による全体更新費用の縮減

・天候等に左右されない計画的授業の通年
実施（屋内温水プールの場合）

・専門的指導の提供
（市民プールの管理とあわせて水泳指導
を民間委託した場合）

デメリット

・移動時間の増加に伴う授業時間の確保

・維持管理費用の増加（屋内温水プールの
場合）

・学校運営費用（バス運転経費）の増加

・部活動における利用の制限（市民利用と

の調整）

・指導委託費の増加（民間委託の場合）



８．現時点で検討されている方向性の概要①

【 市民プールの方向性】
50ｍプール：廃止
25ｍプール：既存プールを代替施設として利用（小中学校プール、民間プール利用支援）
徒渉プール ：臨時の子ども用プールを夏季限定で設置（設置場所は、恩田以外も検討）

【 学校プールの課題 】
50年経過のプールが24校（約69％）、中でも中心部は15校中、13校（約87％）が50年経過。
同時期に、耐用年数を超えるプールが多数ある。

⇒ リニューアル費用を抑える方法としては、「複数校でプールを共有する」

【 公共のプールとして検討】

【25ｍプール】
・「公共プール建設」「学校プール開放」「代替施設利用」から検討
・学校プールについては、複数校の利用＋市民プール利用として算定
・公共（屋内・屋外）プールは、市民プール専用として算定
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８．現時点で検討されている方向性の概要②

【プール種類別の総コスト比較】

・「従来整備プール」は、市民プール（１施設）、屋外学校プール（７小学校） を個別に新設した場合の総コスト。
・「屋内プール」は、平日の16時まで学校の授業で利用、平日17時以降と 学校が休みである土日祝、夏休みなど長期休暇中
は一般開放として積算

屋内プール 屋外プール

代替施設利用支援

【従来整備プール】

屋外市民プール建設の経費

＋屋外小学校プール７施設建設の経費

②④ ①③

◆屋外プール
メリット ：イニシャルコストが安い
デメリット：開場期間が短い天候や水温の影響を受ける。

◆屋内プール
メリット ：平日の日中は水泳の授業で使用するため、

稼働率が高い。１年を通して利用できる。
デメリット：コストが高い P13



９．「学校プール」の総コスト （屋外プール新設）
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１０．「公共プール」の総コスト （屋内プール新設）
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